
II . 研究

l. 研究内容
1）マンゴーに関する研究

(1）バイオマス燃料を 用いた栽培技術の開発

2014年，バイオコー クスを燃料として暖房を行うフィルム ハ ウスが設置され， ‘ 愛紅 ’ 苗を定植した．
バイオコー クスとは， 近畿大学ノミイオコー クス研究所において開発された植物由来の原料を乾燥・加
圧・圧縮して製造された燃料で， 環境にやさしい新エネルギー として注目されている． ハ ウス栽培の暖

房用燃料として農業分野への利用も期待されているが， その実用化には多くの課題が残されているた
め， これらの問題を 技術的に解決し， 環境にやさしい生産技術を 確立する． また， 従来の石油資源を燃
料に用いた栽培との熱エネルギーの利用効率やコスト面について比較検討を行い，将来より広く活用す

ることが可能になるよう技術確立を行う．
［新設フィルムハ ウスの概要］

面 積：9 72m2 （横18m×縦54m， 軒高3 .0m， 最頂部4 .8m) 

構 造：軽量H鋼材硬質フィルム ハ ウス（2連棟）
加温 設備：バイオコー クスを燃料とした温風発生装置

(2）台木の種類が樹の生育， 収量および果実品質に及ぼす影響
効率的な古木生産技術の確立のために， 様々な品種の実生台木に接ぎ木を行い， 台木の種類が樹の生

育と収量および果実品質に及ぼす影響を検討する．

2008年に， ‘ アー ワイン ’ ， ‘トミ ー アトキンス’ ， ‘ 金1皇 ’ ， ‘ 愛紅 ’ ， ‘エドワ ード’ ， ‘ フロ

リジェン ’ ， ‘スピリット オブ 76 ’ ， ‘ グレン ’ および ‘ リペンス’ の実生台木に ‘ アー ウィン ’

を 接ぎ木し，2011年以降， 収重と果実品質の継続調査を行っている．

(3）新品種の育成
2009年8 ～9月に播種した ‘ アー ウィン ’ と ‘ 愛紅 ’ 実生それぞれ120個体を 2010年4月に鉢上げし，

ピニルハ ワス内で栽培し，順次開花した系統の果実品質を調査している. 2011年， 暖房機の故障により
凍害が発生し，約4割の交雑実生が枯死したが，2012年より着花した実生が見られるようになった.2014 

年に結実した ‘ アー ワイン ’ 実生から， 果皮色が赤色で， 果重が400 ～600 g， 糖度が18 前後， 果肉に

繊維が少なく， 日持ち性の優れた2 系統が得られた．
また， 同時期に播種した ‘ エドワ ード＼ ‘スピリット オブ 76 ’ 等の実生から，2012年に結実し

た実生の中に， ‘ エドワ ード’ と ‘ゴーノレデンリペンス’ との交雑種であると推定され，果重が約800 g, 

糖度が23 ～24度で， 肉質が優れ， 常温 でも1週間程度の日持ち性のある有望な系統が得られた． また，

2013年に， ‘スピリット オブ 76 ’ の実生の中に， ‘ アー ウィン ’ との交雑種であると推定され， 果

皮が赤く， 果重が550 g， 糖度が18度で， 酸味があり， 肉質と香りの優れた系統が得られた．
(4） ‘ 愛紅 ’ の日持ち性向上

‘ 愛紅 ’ 果実の日持ち性の向上を目的として， 収穫時期と温度が弾性指標および果実品質に及ぼす影

響を検討した． 自然落果前と自然落果後に収穫した ‘ アー ウィン ’ と ‘ 愛紅 ’ 果実を25 °cで保持したと
ころ， ‘ アー ウィン ’ の弾性指標は両収穫時期とも貯蔵2 日後に80 X 10 5前後， 貯蔵10 日後には約72 ～ 75

× 10 5に低下した． 一方， ‘愛紅 ’ は， 両収穫時期とも ‘ アー ウィン ’ より減少程度が大きく， 貯蔵10
日後には43 ～46 ×10 5まで低下した．自然落果前果実を15 ～25 °cで貯蔵 したところ，弾性指標は急速に減

少したが，10 °cは減少程度が緩やかであり， 貯蔵4 日以降， 多の温度よりも有意に高く推移した． 次い
で，自然落果後果実の10 °cが高く推移した．果皮色のa値は自然落果前果実の10 °cが低く推移した，55 °c
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での10分あるいは15分の温湯処理は弾性指標と果実品質に影響しなかった．
‘愛紅 ’ 果実の日持ち性の向上のた めには，自然落果が予想される 2～ 3日前に収穫し，15～ 20°cで

追熟して着色を確保し，10°cで保持することが有効であると考えられた．

2）ピタヤ に関する研究
(1）新品種の育成

ニカラグア原産の3品種（ ‘ Rosa ’ ， ℃ebra' , ‘Orejona' ），均1/oce陀附 guatemalensおのl 系統
および砂locereous undatusの1系統 ，合計5 品種 ・ 系統をポット栽培し，これらの中から 赤皮赤肉の優
良系統を選抜する． ニカラグア3品種は 2007年 6月に播種し， 同年に鉢植したものを栽培しているが，
2, 3の実生で 2012年より開花 ・ 結実し始め たが， 今後，各系統の特性調査を行う．

2. 研究業績
1）学会発表
(1）主主墜星. 2014. ピタヤ（月1/ocerus undatus）葉状茎の栄養生長に及ぼす植物生長調節物質処理の

影響 ． 国際植物増殖者会議日本支部第21回神奈川大会． 講演要旨集：10-11. 厚木市．
(2）李 蟻・北島 宣 ・ 片岡圭子 ・ 率車整道 ・ 五室藍星 ・ 中崎鉄也. 2014. カンキツの二次生理落果に

おける離脱部位の組織学的調査． 園学研. 13 （別1) : 55. つ くば市．
(3）李 蟻 ・ 北島 宣 ・ 率塵整道 ・ 五室墜産 ・ 河井 崇 ・ 滝沢理仁 ・ 小枝壮太 ・ 斎藤大樹 ・ 桂 圭佑 ・

中崎鉄也. 2014.カンキツの二次生理落果における果実 離脱とエチレン発生量．園学研． 13 （別2)
118. 佐賀市．

(4）兵頭由浩 ・ 神崎真哉 ・ 主主盟企 ・ 五室些星 ・ 宇都宮直樹. 2014. マンゴー果皮におけるMYB転写因

子の単離と解析． 園学研. 13 （別2) : 387. 佐賀市．

(5）松田秀秋 ・ 小野ゅう こ ・ 村田和也 ・ 二村（増田）めぐみ ・ 得永裕美子 ・ 宣産ιム ・ 茎室藍崖・宇都
宮直樹. 2014.柑橘類果実からの新規抗アレルギ一作用素材の探索研究ー シキキツ に つい て． 日本生
薬学会第61回年会． 福岡市．

2）学術報告
(1) Masahiko Fumuro and Naoki Sakurai. 2014. Effects of ripening stage, t怠mpera刷re, and film wrapping on白e

elasticity index as determined by a nondestructive resonance吋bration method and fruit quality in ’Irwin ’ 

mango. Hort Science. 4 9: 791-797.

(2）率室塁塁 ・ 盟A旦迭 ・ 棲井直樹. 2014 . ブラッドオレンジとハッサクのす上がり果判別における音
響振動法の適用． 園学研. 13: 365-370.

(3) Murata K., K. Takahashi, H. Nakamurヨヲ E」但h and H. Matsuda. 2014. Sear油おr skin -whitening agent from
Prunus plants and the molecular targets in melanogenesis pathway of active compounds. Nat. Prod. Commu.
9: 185-188.
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3. 新聞掲載

(1）平成26年6月21日毎日新聞． 「まなびやの宝 近大おいし鴨 人気のマク
ゃ
ロに続け」

(2）平成26年12月23日読売 新聞． 和歌山版． 近大附属農場で、 行われた次世代燃料ノ〈イオコ ークスを使つ

た大型温室の竣工式について．

(3）平成27年1月5日日経産業新聞． 全国版． 近大附属農場に本学が開発したバイオコ ークス燃料を使っ

た大型フィルムハウスを新設し， 近大マンゴーを増産することについて．

(4）平成27年1月1日有田タイムス. 12月22日近大附属農場で、 行われた次世代燃料ノミイオコ ークスを使っ

た大型温室の竣工式について．

(5）平成27年1月1日和歌山特報. 12月22日近大附属農場で行われた次世代燃料バイオコ ークスを使った

大型温室の竣工式について．

4. テレビ報道

(1）平成26年4月23日関西テレビFNNスーパー アンカー． 関西地区． 近大マンゴーの花が満開の様子を

紹介．

(2）平成26年8月25日毎日放送VOICE. 関西地区． 近大マンゴーの収穫・出荷を紹介．

(3）平成26年8月27 関西テレビKTVニュ ース 関西地区． 近大マンゴーの収穫・出荷を紹介．

(4）平成26年10月17日テレビ朝日ワイドスクランプル全国ネット．水産研究所で、養殖される近大マグ

ロと附属農場で栽培される近大マンゴーを紹介．

(5）平成26年12月2日テレビ大阪夕刊7チャンネノレ京阪神地区． モンマルシェ西武庫川店で近大ミカン

の販売を紹介．

(6）平成26年12月22日テレビ和歌山ニュ ース＆情報5チャンdo！. 和歌山県域． 近大が開発したバイオ

コ ークス利用暖房機を設置したフィノレムハウスの竣工式を紹介．

(7）平成26年12月22 日NHK和歌山あすのWA. 和歌山県域． 近大が開発したバイオコ ークス利用暖房

機を設置したフィルムハウスの竣工式を紹介．

(8）平成26年12月22 日NHK和歌山ニュ ースわかやま845. 和歌山県域． 近大が開発したバイオコ ーク

ス利用暖房機を設置したフィルムハウスの竣工式を紹介．
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